
南海トラフの巨大地震モデル検討会について

過去に南海トラフのプレート境界で発生した地震に係る科
学的知見に基づく各種調査について防災の観点から幅広く
整理・分析し、想定すべき最大クラスの対象地震の設定方針
を検討することを目的として、理学・工学等の研究者から構成
される検討会を政策統括官（防災）の下に設置

○南海トラフで検討すべき「最大クラスの巨大な地震・津波」と
はどのようなものか

○想定震源域・波源域をどのように考えるべきか
○東海・東南海・南海地震の同時発生、時間差発生について
どのように考えるべきか

○平成23年8月28日 第1回検討会
この間 月1～2回程度の頻度で開催

○平成23年12月27日 第7回検討会
中間とりまとめ（想定震源域・波源域の設定の考え方等）

○平成24年3月31日 南海トラフの巨大地震による最大クラス
の震度分布・津波高の推計結果 公表

※10mメッシュ津波高、浸水域、液状化危険度、時間差発
生、長周期地震動は引き続き検討
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